
身 近 な植 物 を用 い た 高 校 生 物 授 業 の 提 案 と実 践

一 分 類 ・生 態 • 多 様 性 に 着 目 して ー

天野 雄太

1 . 研 究 の 背 景 と 目的

( 1 ) 研 究 の背 景

理科編理数編 高等学校 学習指 導要領 において高校 生物 で は、進化 の視 点 を重視 した視点

を も とに、観 察 、実験 を行 うな どを通 して、生物学 の基本 的な概念や原理 ・法則 の理解 を深

め させ 、科学 的 に探 究す るカ 、態度 を育成す るよ うに してい る。高橋 (2023) に よれ ば、観

察 ・実験 な どの体験お よび体験活 動 の充実 は、時代 を問わず重 要視 され て きた。また、 目標

と して、生物や生物現象 を対象 に、探究 の過程 を通 して情報 の収集 、仮設 の設 定、調査 な ど

の方 法 を習得 させ 、報告 書 の作成 な どの科 学 的 に探 究す る力 を育 て る こ とが重 要 とされて

い る。 これ らをふ ま え、体験や調査 を通 して、生物分野 にお け る知識 、技能 を学び なが ら、

生物 の多様性 、身 の回 りの生態系 な どに興 味関心 を もたせ るこ とが求 め られ る。

以上 の よ うな理科 、特 に高校 生物 を取 り巻 く状況 に中、本研 究 では、「理科嫌 い」「理科離

れ」の問題 に対 し、生徒 に興 味 ・関心 を持 たせ るよ うな指 導、中で も生徒 自身 が学び に対す

る有用感 • 満 足感 を持 ち、みず か ら進 んで探求す るよ うな授 業構成 お よび教材 開発行 うた め、

ARCSモデル を基盤 と した体験 主体型授 業 を行 う。単元 は高校 生物 「生物 の分類 」 「生物 の進

化 」な どを念頭 に、植 物 を教材 とした授 業研 究 • 教材 開発 を行 ってい る。また、高校 生物 の

授 業 を暗記型 ではな く、生徒 に体験 で得 た知識 として理解 させ 、生物 のみ な らず理科全般 に

対す る興 味 を持 たせ るよ うな教材 開発 と実践授 業 を 目指 してい る。特 に、班 単位 で班全員 が

一度 に同 じ画 面 にて対象 の植 物 を拡 大観 察 で き るデ ジ タル顕微 鏡 を用 い た観 察授 業 を開発

実践す る。

( 2 ) 本研 究 の 目的

本研 究 の 目的 は、「理科嫌 い」「理科離れ」の問題 に対 し、生徒 に興 味 • 関心 を持 たせ るよ

うな指 導 、中で も生徒 自身 が学 び に対す る有用感 ・満足感 を持 ち、みず か ら進 んで探求す る

よ うな授 業構成 の研 究や教材 開発 を行 うこ とで あ る。 そ のた め、ARCS モデル を基盤 ・参照

し、観 察授 業 を中心 とした授 業 開発 ・授 業実践 を中心 に行 った。
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対 象 とす る単 元 は高校 生物 「生 物 の分類 」 「生 物 の進 化 」 で あ る。 つ ま り、植 物 を教 材 と

した授 業研 究 ・教 材 開発 を以 上 の 単 元 で行 う。ま た 、高校 生 物 の授 業 を暗記 型 で は な く、生

徒 に体 験 で 得 た知 識 と して理 解 させ 、 生 物 の み な らず 理 科 全 般 に対 す る興 味 を持 たせ る よ

うな教材 開発 と実践 授 業 を 目指 して い る。 特 に 、班 単位 (4～5 人 程 度 ) で班 全 員 が一 度 に

同 じ画 面 に て対 象 の植 物 を拡 大観 察 で き るデ ジ タル 実 体 顕 微 鏡 を用 い た観 察授 業 を 中心 に

授 業 展 開 を考 え る。

本 研 究 で重視 す る授 業 デ ザ イ ン、つ ま り生 徒 の理 科 学 習 に対 す る興 味 • 関心 、お よび満 足

感 を創 出す るた め に は 、自然 そ の もの を良 く観 察 し、自然 の 中 に身 を置 き観 察 す る、い わ ゆ

る 「実感 を伴 った理 解 」 が重 要 で あ る こ とが示 され て い る (松 本 , 2019) 〇

一 方 、理 科 編 理 数 編 高 等 学校 学 習 指 導 要領 にお い て 高校 生 物 で は、進 化 の視 点 を重 視 し

て い る。この視 点 を も とに、観 察 、実 験 を行 うな どを通 して 、生 物 学 の基 本 的 な概 念 や 原 理 ・

法 則 の理 解 を深 め させ 、科 学 的 に探 究 す るカ 、態 度 を育成 す る よ うに本 研 究 で も配 慮 す る。

2 , 本 研 究 の 背 景 に あ る 理 論 研 究

本 研 究 で は主 に 「理 科 教 育 に 関す る理 論研 究 」 「学 習 者 同士 の発 話 」 「植 物 教材 」 「ARCS

モ デ ル 」 の 4 つ の項 目に分 け、以 下 それ ぞ れ につ い て論 述 す る。

なお 、特 に理 科 教 育 が 目指 す 教 育 内容 (文 部 科 学省 、2020) は 、 「実感 を伴 った理 解 」

「学 び の実感 を得 る」 が教 科 の 目的 の 上位 に位 置 す るが 、 それ を達 成 す るた め に 「自然 の

事 物 ・現 象 に 関 わ り、理 科 の 見方 ・考 え方 を働 かせ る」 お よび 、 「見通 しを もって観 察 、

実 験 を行 う」 とあ る。 これ らは、 自然 の事 物 • 現 象 を科 学 的 に探 究 す るた め に必 要 な資

質 ・能 力 の育成 につ な が る こ とが期 待 され て い る。

理 科 教 育 が 目指 す 教 育 内容 を実現 させ るに あた り、 学 習 者 の理 科 に対 す る興 味 ・関 心 は

大 き く関与 す る こ とが示 唆 され る。 これ らの先 行 研 究 を参 考 に、本 研 究 で は 、理 科 に対 し

て嫌 悪感 を持 たせ ない た め の授 業構 成 を ARCS モ デル や 山 田 • 松 本 (2020) が述 べ る よ う

に授 業 開発 モ デ ル を参 照 に 、植 物 教材 を用 い た学 習 意 欲 を 向上 させ る授 業 デ ザ イ ンの 開

発 ・提 案 を 目指 す 。

3 . 授 業 実 践 に 向 け た 基 礎 研 究 ・基 礎 的 調 査

本 研 究 で は、授 業 実践 に 向 けた基 礎 研 究 ・基礎 的調 査 と して 、植 物 を教 材 と した観 察授

業 を行 っ た。 これ は、 生物 学 的 な学 習 者 の興 味 ・関心 の醸 成 にお い て 、 よ り発 達 段 階 の低
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い 学 年 • 年 齢 ほ ど、学 習 者 自身 の実 験 結 果 に対 す る驚 きや 疑 問 、 さ らな る探 求 に 向 か う姿

勢 な ど、感 情 を読 み 取 りや す い と仮 定 した か らで あ り、 そ こか ら出 て き た学 習 者 の態 度 、

反 応 、発 話 か ら高校 生 を対 象 と した研 究 協 力 校 で の授 業本 実践 の授 業構 成 の参 考 とす る こ

とを 目的 と し、以 下 の ( 1 ) ～ ( 4 ) の項 目で 実施 した。

( 1 ) 研 究 協 力 校 で の予 察 的 実 践授 業 の実施

( 2 ) 親 子 で学 ぶ 松 江城 の フ ィール ドワー ク

( 3 ) 出雲 科 学館 で の 「「生物 の誕 生 」 「植 物 の進 化 • 分 類 」 講 座 」

( 4 ) 研 究 協 力 校 で の 実践 授 業 の 実施 ( 2 回実 施 )

4 . 授 業 構 想 及 び 授 業 実 態 、 考 察

4- 1 授 業構 想 と設 計

本研 究 で はそ の 目的 を達成す るた めに、Kel l er  (1978) の ARCSモデル を参考 と し、授 業展 開

において は上記 の先行研 究 か ら、実物 に触れ 、生徒 が主体 的 に発話 、行 動 がで き る活動 を多 く取

り入れ る。 これ に よ り、 「自然 を教材 として授 業 を展 開 し、生徒 が 自然 を知覚 し、活動 で得 た知

識 、疑 問、向上 心か ら満足感 を得 られ る」 よ うな授 業デザイ ン、指 導法 、指導案 を考案 した。

ARCS モデル は学習意欲 を刺激 し、持続 させ るた めの動機 づ けの方 略 で あ る。 3 . で述 べ た理

科教育 にお ける先行研 究 で も理科 の学習意欲 を刺激 し、持続 させ るた めの動機 づ け と して、授 業

で どの よ うに設 計す るべ きか を述 べ てい る。特 に、ARCS モデル にお ける 「満 足感 」 は理科 にお

け る毎 回の授 業 にお いて 、学習意欲 が向上す る こ とに繋 が る授 業づ く りや教材研 究 が重 要 だ と

考 える。

本研 究 で は、理科嫌 い を緩 和す るた めに、理科嫌 い にな る要 因や 、理 科 に対す る得意 、不得意

と興 味 • 関心 の関係 性 、興 味 ・関心 を もっ た めに必要 な方 略 につ いて検討 した。その結果 、ARCS

モデル の注意 (At t ent i on) を意識 した方 略 として 山 田 ・松本 (2020) が述べ てい る、教 師が驚

き と発 見 の あ る事 象 や 思 考 を活性 化 させ る事 象 の提 示 を工夫 す る こ とが 当て は ま る。 関連性

(Rel evance) を意識 した方 略で は 中村 • 宮本 (2023) が述 べ た体験 に よ り、学習者 が得 た もの

を さ らに他 で生 かす こ とがで き るよ うな 「体験 」を させ 、また更 に学習者 が発 見す る とい う往還

的な活動 が理科 にお け る体験活動 が 当てはま り、学習者 の学び の必要性 に繋 が る と考 える。自信

(Conf i dence) では、原 田ほか (2018) の研 究 で各分野 におい て、特 に生物分野 は 「自分 に もで

きる」 と認 知 され る と同時 に 「内容 が面 白い」 と感 じる傾 向にある点が 当てはま る。ARCS モデ

ル の うち これ ら 3 つ の因子 (注意 ・関連性 • 自信) を十分 に満 たす こ とに よ り満 足感 (Sat i sf act i on)
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に繋 が る と考 え られ る。授 業構成 をす る中で 3 つ の因子 の重要性や方 略 が確 立 してい る中、学習

者 が授 業 を通 して 「何 を学べ たか。」「授 業 を受 けて ど う思 ったか」とい う点 は、他 3 つ の因子 が

うま く作用 され たか に大 き く関わ り、学習者 の今後 の理科 に対す る学習意欲 につ いて大 き く関

与す るもので あ る と考 えるか らで あ る。

本研 究 では、ARCS モデル の 3 つ 因子 を意識 した方 略意 図が学習者 に伝 わったか を調 べ るた め

に、I C レコー ダを用 いて発 話 を録音す るこ とに し、分析 を行 った。また、満 足感 (Sat i sf act i on)

につ いては授 業後 のア ンケー トを も とに分析 を行 った。

授 業構成 にあた り、本研 究 は理科嫌 い を背 景 として、特 に高校 生物 において、植 物 を教材 とす

るこ とに した。 これ は、生徒 の身近 に存在す る生物 で あ り、高校生物 の学習 内容 において も、植

物 に関与す る内容 が多 く取 り入れ られ てい るこ とが主 な理 由で あ る。また、身近 な生物 で あ る植

物 は、授 業者 (教員) にお いて も 自然 に触れ なが ら生物 学 を学 ばせ る教材 と して適 してい る点 も

含 まれ る。また、授 業 内容 は、観 察授 業 を行 い、学習者 が話 し合 い ので きる環境 を創 出す るた め、

班 ご とに 1 台 のデ ジタル 実体顕微鏡 を準備 した。デ ジ タル 実体顕微 鏡 は観 察物 を ミニモ ニ ター

に映 し出す こ とがで き、一 つ の観 察対象物 の詳細 を複数 大 で 同 じ視 点 で 同時 に観 察す る こ とが

で き る点 が重要 で あ る。

4- 2 授 業 の実 際

本研 究 を実施 す るにあた り、 1 班 4 ～ 5 大 ( 4 ～ 5 班) に I C レコー ダを用 いて、授 業 中の 学

習者 の発話 を録音 した。録音 した発話 か ら学習者 の 「驚 きを示 した発話 (感 情) 」「生物 の名 前 の

発言」「観 察 に基づ く表現 」「生物学 的 な専 門用語 」「五感 を表現 した発言」「推 論考察 」に分類 し、

そ の発 話 回数 を調査 した結果 で あ る (表 1 • 図 1 ) 。今 回 の発 話 分 析 を表 2 の よ うな各 項 目で

分類 した。

表 ］ 予備実践 にお ける発話分析結果

発言回数 具体例

驚きを示 した発話 (感情) 1 9 かわいい、頑張れ、かわいそ う、怖かった、すごい、擬音

生物の名前の発言 3 1 カブ トムシ、ゴキブ リ、象、葉っぱ、オクラ、ムクノキ

観察に基づ く表現 1 8 感触、〇〇みたい、〇〇感、〇〇イメージ

生物学的な専門用語 4 遺伝子変化、網状、葉緑体

五感 を表現 した発言 4 食べれそ う

推論 ・考察 2 〇〇 じゃない ? 、〇〇だ と思 う
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予備実践における発話分析
表 2 発 話 分析 の分類

■ Uf Sを尊L 亡我借

«冬樹字的な¢¢門用!5

• 生物の名曲の発暗

• 五!Sセ表・し六羌族

■ R> c 2 <f <g «

• 技堆 一考票に関する弛U

図 ］ 予備 実 践 にお け る発 話 分 析 結

驚きを示 した発話 各活動 における学習者が興

味 ・関心を示 した発話

生物の名前 活動の遂行にあた り、学習者 自

身が生物 に関す る知識 を示 し

た発話

観察に基づく表現 学習者の率直な感想、観察に

関する考察を示 した発話

生物学的な専門用語 活動 において学習者が経験

した生物学 の知識 を示 した発

話

五感を表現 した発言 五感 で得 た情報 を学習者 自

身の言葉で表現 した発話

推論考察に関す る発話 班 内での話 し合いや、観察

において、学習者 自身が

考察、推論 した発話

さ らに授 業 後 にア ンケ ー トを実施 し、以 下 の よ うな 回答 が得 られ た (図 3 ) 。

設 問 1 理 科 は 君 きで す か ? 設 問 2 生 物 基 礎 ・生 物 に興 味 関 心 は 那 リま

設 問 3 理 科 の 実 験 • 視 察 は好 きで ず か ? 設 間 4 槌 拗 に興 味 関 心 はあ ります か ?

• どて も吾 W ・牙 事 ・好 さ でなしヤ 号?! い • E マ 心室 あ ・い 号な い ・念 い

図 3 予備 実践 授 業 の ア ンケ ー ト調 査 結 果
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ま た 、実施 した ア ンケ ー トの 自由記 述 欄 に は、以 下 の よ うな回答 が示 され た (図 4 ) 。 な

お 、 予備 実 践 の発 話 分 析 を した ク ラス は、 高校 3 年 生 理 系 生物 選 択 の生 徒 約 20 名 で あ る。

この予備 実 験 授 業 の実 態 を参 考 に、本 実 践 授 業 の 開発 ・構 成 に活 か した。

今回の授業を うけて、心に残ったことはなんですか ?

目でみる葉 と機械で見る葉っぱは全体違 うなと思った。

それぞれの植物に違いがあること。

植物の種類によって、葉脈が少 し違ってた り、毛が生えた りしている植物があって面 白かった。

葉の違いが実体顕微鏡を使 うことでよりはっき りとわかって面白かった。

葉によって、葉脈の形や濃 さが違 うことが印象に残った。

授業を うけて、植物に対する見方、考え方が変化 したところを教えてください

葉っぱはどれ も同じように見えるけど拡大 して見ると、まったくちがっておもしろかった。

葉はすべてが同じではなく、色は特徴があると分かった。

身近にある葉 もこんなにま じまじ見ることはなかったので、おもしろいなと思った。

種類の違いにより異なるところがある。

パ ッ ト見では同 じように見えても調べるとそれぞれに細かい違いがあって、そこからその植物の環境なども

透けて見えて個性がたくさんあるとい うこと。

何気なく拾った葉 も見るようにしようと思 う。

普段見ているは植物にも毛が生えていた り、葉脈の形が違っていた りしているのか気になった。

植物を見比べて、違いをたくさん見つけてみたい。

外にある葉っぱも一つ一つ違いあると思った。

(一部)

図 4 ア ンケ ー トの 自由記 述欄 の記 載

4- 3 授 業 実 践 の 内容 と流 れ

授 業 実 践 は 、協 力 実 践 校 2 年 生 生

物 選 択 ク ラス で行 った。授 業 は班 単

位 で活 動 し、各 班 に 4 ～ 5 種 類 の樹

木 の葉 を用 意 し、デ ジ タル 実 体 顕 微

鏡 を設 置 した (図 5 ) 。ま た発 分析 の

た め 1 班 4  ̶5 人 ( 5 班 ) に I C レ

コー ダ を用 意 し、授 業 中の学 習者 の

発 話 を録 音 した。

本 授 業 は 、2024 年 7月11 日に行 っ

た 予備 実 践 (50 分授 業 、2 コマ 分 )
図 5 デ ジ タル 実体顕微鏡 を用 いて授 業 を行 った様 子

の 内容 を参 考 に 50 分 授 業 1 コマ 分 で 実施 した。 なお採 取 した樹 木 の葉 は本 授 業 実 践 (2024
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年 12 月 11 日) の前 日時 点 で落 葉 して い な い樹 木 を選 択 し、採 取 した。

ま た授 業 の流 れ の概 要 は以 下 の とお りで あ る (表 3 ) 。

表 3 授 業 実 賤 の流 れ

活 動 内容 時 間

導入 生 物 の起 源 と分 類 の説 明 、植 物 の分 類 につ い て の説 明 5 分

展開 サ ク ラの近 縁 種 に 関す る話 し合 い活 動
デ ジ タル 実体 顕微 鏡 を用 い た葉 の観 察 及 び 葉 の ス ケ ッチ

サ ツ キの 毛 が 生 えて い る理 由 を話 し合 う活 動

40 分

まとめ ア ンケ ー ト記 入 5 分

5 . 結果 と考察

本 研 究 で は 、 「自然 を教 材 と して授 業 を展 開 し、 生徒 が 自然 を知 覚 し、活 動 で得 た知 識 、

疑 問 、向上 心 か ら満 足感 を生 物 の興 味 • 関 心 を もたせ る」 よ うな授 業 デ ザ イ ン、指 導 法 、指

導案 を考 案 した。 ま た 、研 究 方 法 と して 、 ! C レコー ダ を用 い て発 話 を録 音 す る こ とに し、

分 析 を行 った。ま た 、満 足感 (Sat i sf act i on) につ い て は授 業 後 の ア ンケー トを も とに分 析

を行 った。 発 話 分 析 で は以 下 の よ うな結 果 とな った。

表 4 本 実 践 にお け る発 話 分 析 結 果

本実践 におけ る発話分析

発言回数 具体例

驚きを示 した発話 (感情) 3 1 やば、かわいい、賢い、気持ち悪い、気持ちいい、す ごい

生物の名前の発言 5 3 サツキ、モ ミジ、ツバキ、ボタン、キク、サクラ、バラ、タン、ササ等

観察に基づ く表現 5 2 感触、〇〇みたい、〇〇感、

生物学的な専門用語 3 1 毛細血管、平行脈、網 目状、 ミ トコン ドリア、葉緑体

五感を表現 した発言 0

推論 • 考察に関する発言 7 3 〇〇 じゃない ? 〇〇だ と思 う

13%

• 胃 きを示 L た晃話

• 生物 学的な再π用語

- 生物 の名前の発話 " 硯察に慕づ < 表現

・五砲を表現 した膵 . 推論 ・考寮に関す る発話

図 6 本 実 践 にお け る発 話 分析 結 果
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ま た 、事 後 ア ンケ ー トで は以 下 の よ うな結 果 とな った (図 7 ) 。

設問 I 理科 は好 きですか ? 設間 2 生物基藻 ・生窃に興味関心はあ りま

• 当直、g で ・ -  £ あ, あ將宜, 城 5 路

• 之二£ で円］ 妙ぎで注ない • 爵京0 ない、股いで

設問 3 理科の実験 ・聽祭は好きですか ?

■« とて%好コ - ??s ・齊よでない » 1-

殺間 4 植物に輿味閏心はあ りますか ?

• とてもお后 ・訊整 右い ・ない

図 7 実 践 授 業 の ア ンケー ト調 査 結 果

図 7 の設 問 1 に示 した よ うに本 ク ラス の理 科 に対 して 、 「得 意 、好 きで あ る」 お よび 「ま

あ ま あ得 意 、好 きで あ る」と答 えた 生徒 は 5 0 % で あ っ た。ま た 、設 問 2 に対 し、生物 基 礎 ・

生 物 に対 す る興 味 関心 は 、 「とて もあ る」及 び 「あ る」 を含 め て ? 5 % と比 較 的 高 い値 とな

った。つ ま り、理 科 の な か で も生 物 分 野 の学 習 に対 して は 、物 理 、化 学 、地 学 の領 域 よ りも

好 意 を もって受 け止 め られ て い る分 野 と言 え る。

図 7 の設 問 5 に対 し、本 ク ラス で は、理 科 の実 験 ・観 察 につ い て 、 「とて も好 き」 お よび

「好 き」 と答 えた 生徒 は 9 0 % に もの ぼ っ た。 これ は 、設 問 1 で理 科 好 きの生 徒 が 半分 で あ

った に もか か わ らず 、実験 ・観 察 につ い て は ほ とん どの生徒 が好 き と答 えて お り、実 験 • 観

察 の面 白 さを生徒 が実感 して い る と考 え られ る。そ の一 方 で 、設 問 4 に対 し、植 物 に対 す る

興 味 関心 は、 「とて もあ る」 及 び 「あ る」 を含 めて 5 5 % に と どま っ た。 これ は生 物 分 野 が

好 き と答 えた ? 5 % の生徒 の うち、植 物 に対 して はそ の興 味 関心 は 5 5 % と比 較 的低 い もの

とな った。この こ とは生 物 分 野 の な か で も植 物 以外 の例 えば 、動 物 な どへ の興 味 • 関心 が高

い もの と類 推 で き る。ま た 、理 科 好 きの生 徒 が 5 0 % とい う結 果 とあわせ て み る と、植 物 に

興 味 関心 が あ る 5 5 % の生徒 の多 くは基 本 的 に理 科 好 きで は な い か と考 え られ る。
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ま た 、 自由記 述欄 へ は 、実 践 授 業 を うけて 、 「心 に残 った こ と」 及 び 「植 物 に対 す る見

方 、考 え方 が変化 した とこ ろ」 につ い て 回答 を求 め 、以 下 の よ うな結 果 を得 た (図 8 ) 。

• 今回の授業をうけて、心に残ったことはなんですか ?

目でみる葉 と機械で見る葉っぱは全体違 うなと思った。

それぞれの植物に違いがあること。

植物の種類によって、葉脈が少 し違ってた り、毛が生えた りしている植物があって面 白かった。

葉の違いが実体顕微鏡を使 うことでよりはっき りとわかって面 白かった。

葉によって、葉脈の形や濃 さが違 うことが印象に残った。

• 授業をうけて、植物に対する見方、考え方が変化 したところを教えて ください

葉っぱはどれも同じように見えるけど拡大 して見ると、まったくちがっておもしろかった。

葉はすべてが同じではなく、色は特徴があると分かった。

身近にある葉 もこんなにま じま じ見ることはなかったので、おもしろいなと思った。

種類の違いにより異なるところがある。

パ ッ ト見では同じように見えても調べるとそれぞれに細かい違いがあって、そこか らその植物の環境なども透

けて見えて個性がたくさんあるとい うこと。

何気なく拾った葉 も見るようにしようと思 う。

普段見ているは植物にも毛が生えていた り、葉脈の形が違っていた りしているのか気になった。

(一部)

図 8 ア ンケ ー トの 自由記 述 欄 の記 載

以 上 の 自由記 述欄 の コ メ ン トか らわ か る こ とは 、植 物 の葉 の観 察 を通 して 、種 の異 な る

「葉 」 ご との形 態 的特 徴 の詳 細 な違 い に気 づ くこ とが で きて い た こ とが わ か る。 つ ま り、

詳 細 な観 察 をす る こ とで 、 生 物 学 的 (植 物 学 的) な 「多様 性 」 を見 出 して い た とい え る。

この こ とは 、 「生命 分 野 」 の理 科 教 育 の 見方 ・考 え方 と して重 視 され て い る 「多様 性 • 共

通 性 」 を学 ぶ こ とに繋 が った と考 察 で き る。 ま た 、別 の生 徒 は 、 「「葉 」 の多様 性 や そ の役

割 を知 る こ とが で きた 」 とい う回答 が見 られ 、 これ も、 「多様 性 • 共 通 性 」 の 生徒 の学 び

とみ る こ とが で き る。 加 えて 、今 回 の実 践授 業 を通 して 、 「今 後 の生活 にお い て 、葉 の特

徴 を探 そ うとす る き っ か け に な っ た」 とい う回答 が 見 られ た こ とは 、 日常 生 活 にお け る身

の 回 りの植 物 へ の興 味 ・関心 を高 め、観 察 の視 点 を与 え る こ とに繋 が っ た と考 え られ る。

す な わ ち、 この こ とは学 習 意 欲 を高 め、満 足感 に繋 が る Keller (1978) の ARCS モ デル の授

業 デ ザ イ ンで 目指 す 内容 と一 致 す る もの で あ る とい え る。

以 上 、今 回 の授 業 実践 と事 後 の ア ンケ ー ト結 果 よ り、生徒 の理 科 の な か で も生 物 分 野 (植

物 ) に対 す る見方 • 考 え方 が 、よ り深 く多 角 的 な もの に な った と考 え る。そ の要 因 と して 、

「生 物 の誕 生 」、「生 物 の進 化 • 多様 性 」の単 元 にお い て植 物 を教材 と し、関連 性 を持 たせ た

こ とが挙 げ られ る。 植 物 は 「高校 生 物 」 の な か で もそ の分 量 が多 く、 「生 態 系 」 や 「人 との
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関係 」な ど、多 面 的 な分 野 にそ の学 び が展 開 され る重 要 な存 在 で あ る。それ に もか か わ らず 、

教 科 書 で は実 際 に植 物 に触 れ 、観 察 ・実 験 をす る機 会 は少 ない。そ こで本 研 究 で は、改 めて

植 物 に触 れ る機 会 を設 け、そ こか ら、高校 生 物 にお け る生 物 の多様 性 に気 づ かせ る活 動 (実

験 ・観 察 ) を充 実 させ る こ とに よ り、生 物 学 の 「有 用 性 」や 「必 要 性 」 を学 習 者 に実感 させ

る授 業 内容 ・構 成 を開発 した。そ の 中心 に は 、デ ジ タル 実 体 顕 微 鏡 の存在 が重 要 な位 置 づ け

とな った。つ ま り、従 来 で は 、ひ と り 1 台 の実 体 顕 微 鏡 で対 象 物 を観 察 す る こ とが 常 で あ っ

た。これ は 、同 じもの見 て い る よ うで 実 際 に は異 な った事 物 をみ て議 論 して い た とい え る。

今 回 の研 究 で は、デ ジ タル 実 体 顕 微 鏡 を用 い る こ とに よ り、グル ー プ 内 で 同 じ事物 • 現 象 を

観 察 しな が ら対 話 ・議 論 が 可 能 とな っ た。つ ま り、対 話 的 で科 学 的 に深 い 学 び の 実 現 に繋 が

っ た。 この こ とは、生 徒 の授 業 中 の態 度 や 発 言 (発 話 記 録 ) や 授 業 後 の ア ンケ ー ト結 果 に表

れ て お り、研 究 目的 の一 部 は達 成 で きた と考 え る。今 回 は理 系 ク ラス で の実 践 的 な研 究 で あ

っ た が 、今 後 は、文 系 ク ラス も含 めた さ らに定 量 的 な分析 が必 要 で あ る。
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